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〆10月末日現在、
38，790人{住民基本台帳}

、による ノ

男 18，576人前月比+ 6 
女 20，214人一 6

世帯数 10，846世帯 + 16 
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

(1) 

市の人口

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
拠
点

憲

法

の

意
訟
は
民
主
社
会
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
ま
す
，

日
本
国
愚
法
に
は
、
人
権
尊
重
主

義
、
主
権
在
民
主
義
、
平
和
主
義
の
一
二

つ
の
基
本
原
則
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
.
と
と
で
は
、
同
和
問
題
に
最
も
か
か

わ
り
の
あ
る
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
ふ

れ
て
み
る
と
と
と
し
ま
す
。

基
本
的
人
権
に
つ
い
て

す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
、
平
等
で
あ
り
、
人
間
と
し

=
一
階
は
近
代
的
な
肱
北
門
公
民
館
、
回
、

五
階
が
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
市
立
博
物
館
と

な
っ
て
お
り
総
事
業
費
主
憶
三
百
万
円

を
か
け
ま
し
た
e

肱
北
公
民
館
は
、
二
階
は
事
務
室
、

結
婚
式
場
、
調
理
実
習
室
、
和
窒
講
習

室
が
あ
り
、
一
一
一
階
は
ス
テ
!
?
付
き
の

大
ホ

1
ル
と
和
室
が
あ
り
、
十
一
一
月
一

日
か
ら
オ
1
プ
ジ
し
ま
す
。

市
立
博
物
館
は
、
四
階
に
事
務
室
、

研
究
室
、
常
設
展
示
室
、
集
約
収
時
庫

、司画

、、-

、-、ー

ろ

て
尊
重
さ
れ
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に

も
幸
福
な
生
活
を
一
一
学
受
す
る
乙
と
が
で

き
る
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
で
は
基
本
的
人

権
の
中
で
特
に
基
本
的
と
も
い
う
べ
き

個
人
的
人
格
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
・

国
民
の
平
等
性
に
つ
い
て

す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
・
信
条
・
性
別
・
社

会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ
り
政
治
的

ま
た
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ

れ
な
い
。
(
日
本
国
憲
法
第
十
四
条
)

豆
階
に
符
別
展
示
室
、
常
設
展
示
室
、

資
料
室
、
書
簡
、
視
聴
覚
室
が
あ
り
、

資
料
の
整
理
ゃ
、
展
示
室
の
十
分
乾
く

の
を
待
っ
て
来
年
三
月
か
ら
オ
1
プ
シ

の
予
定
で
、
資
料
収
集
を
急
い
で
お
り

ま
す
。冷
暖
房
完
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
教

育
文
化
の
殿
堂
と
レ
て
、
ま
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

米
の
消
費
拡
大
運
動

お
米
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

最
近
「
も
う
一
度
見
直
そ
う
米
の
昧

」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

お
米
は
、
わ
が
国
の
気
侯
風
土
に
最

も
適
し
た
作
物
と
し
て
長
い
際
史
の
な

か
で
、
国
民
の
主
食
と
し
て
日
本
民
族

を
育
て
今
日
の
優
れ
た
伝
統
と
文
化
を

創
造
し
て
き
ま
し
た
む

し
か
し
、
戦
後
の
食
糧
不
足
の
時
代

に
、
ア
メ
リ
J

カ
か
ら
小
麦
な
ど
大
量
の

食
糧
援
聞
を
受
け
た
と
と
、
ま
た
、
学

校
給
食
に
パ
シ
食
を
取
り
入
れ
た
こ
と

や
生
活
の
津
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど

か
ら
、
近
年
、
米
の
消
費
量
は
大
き
く

減
少
し
て
お
り
、
昭
和
三
+
七
年
に
は

年
間
国
民
一
人
当
り
二
八
、
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
五
十
年

に
は
八
八
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
J

ヤ
の
小

麦
は
セ
ミ
、
ハ
ー
ド
で
あ
る
と
乙
ろ
か

ら
マ
カ
ロ
ニ
が
主
食
と
な
り
、
軟
由
民
の

フ
一
プ
シ
ス
小
麦
は
ブ
ラ
ツ
ス
パ
ジ
を
生

み
、
粉
質
の
中
国
小
麦
か
ら
は
、
マ
ン

ト
ワ
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
の
よ
う
に
本
来
、
主
食
は
そ
の
土

地
に
適
し
た
生
産
物
を
主
体
と
し
て
乙

れ
を
上
手
に
料
理
し
て
食
べ
る
こ
と
が

原
則
で
す
。

お
米
は
、
目
本
人
に
最
も
適
し
た
食

べ
も
の
で
あ
り
、
和
食
、
洋
食
、
中
華

料
理
と
幅
広
い
料
理
に
適
レ
、
そ
の
変

化
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
乙
と
が
で

き
る
最
も
優
れ
た
食
品
で
す
。

さ
ら
に
、
お
米
は
園
内
で
半
分
自
給

で
き
る
食
糧
で
す
。

こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
お
米
の
持

つ
良
さ
を
見
直
し
、
消
費
を
忠
大
す
る

と
と
は
大
切
な
と
と
で
す
。

愛
媛
県
で
は
、
国
の
湾
動
に
あ
わ
せ

て
昨
年
か
ら
「
愛
媛
県
米
消
費
拡
大
推

進
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
お
米
の
消

費
拡
大
運
動
巻
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
県
下
各
地
(
松
山
、
今
治
、

宇
和
島
、
八
時
浜
)
に
お
い
て
、
米
ま

つ
り
、
米
飯
咲
養
講
習
会
な
ど
を
中
必

に
、
米
の
消
費
拡
大
高
積
間
的
に
推
進

し
て
い
ま
ず
か
ら
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
|
昭
和
五
十
二
年
度

ー
市
民
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ま

し

た

。

就

寝

場

所

は

避

難

し

や

す

い

所

を

選

二
十
一
二
人
の
う
ち
+
人
が
老
人
(
六
び
ま
し
ょ
う
。

+
一
歳
以
上
)
で
、
火
災
に
よ
る
死
者
口
喫
煙
中
の
注
意

の
う
ち
老
人
の
占
め
る
割
合
は
四
+
=
一
大
き
い
灰
皿
を
備
え
、
周
囲
に
は

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
燃
え
や
す
い
物
を
お
か
な
い
よ
う
に

こ
の
よ
う
に
老
人
に
犠
牲
者
が
多
い
し
ま
し
ょ
う
@

の
は
、
一
般
的
に
、
身
体
の
不
自
由
な
寝
た
き
り
老
人
の
場
合
に
は
防
災

人
た
ち
が
多
い
た
め
、
火
災
の
発
見
が
姐
理
さ
れ
た
寝
具
類
を
利
用
す
る
な

遅
れ
た
り
、
敏
速
な
避
難
仔
動
が
で
き
ど
万
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

な
か
っ
た
り
し
た
た
め
で
す
o

同
居
室
の
整
理
盤
と
ん

ま
た
、
犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
独
老
人
の
居
室
は
日
頃
か
ら
整
理
整

り
暮
ら
し
の
老
人
で
あ
る
と
か
、
家
僚
と
ん
し
、
燃
え
や
す
い
物
の
散
乱
を

が
留
守
で
老
人
が
一
人
で
い
る
場
合
、
防
ぎ
ま
し
ょ
う
・

と
か
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
同
家
族
が
外
出
す
る
と
き

老
人
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
老
人
を
残
し
て
外
出
す
る
と
き
は

本
人
の
注
意
も
必
要
で
す
が
、
家
族
や
火
の
元
の
安
全
を
確
認
し
十
分
に
気

近
所
の
人
た
ち
の
温
か
い
手
助
け
が
何
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

よ
り
も
大
切
で
す
。
次
の
点
を
+
分
に
国
独
り
暮
ら
し
の
老
人
に
手
間
け
を

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
消
防
機
関
で
は
、
一
福
祉
関
係
者
と
協

け

就

寝

場

所

の

工

宍

力

し

て

家

庭

訪

問

な

ど

に

よ

り

防

火

老
人
は
、
病
気
で
な
い
に
し
て
も
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
近
所

体
が
不
自
由
な
場
合
が
多
い
の
で
、
の
人
た
ち
も
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

運

動

自然の美しさを生かし、
観光都市づくりに
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始
ま
り
ま
し
た
。
各
地
区
ご
と
に
趣
両

を
こ
ら
し
た
行
進
ぶ
り
に
運
動
会
の
気

還
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
会
長
近
田
市
長
の
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ

れ
る
開
会
あ
い
さ
つ
は
、
偉
容
を
誇

る
競
技
場
い
勺
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。競
技
は
小
学
生
刀
レ
ー
か
ら
は
じ
ま

り
、
地
区
対
抗
や
団
体
競
技
な
ど
二
十

二
種
目
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
四
平
百
人
の
選
手
や
観
衆
は
、
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
も
、
競
技
に
応
援

に
奮
戦
し
ま
し
た
。

喚
声
と
熱
気
の
う
ち
に
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
消
化
さ
れ
、
連
覇
会
は
鹿
会
の
う

ち
に
終
わ
り
、
再
会
を
約
し
て
解
散
し

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

や

さ
心し
lとさ
観残を
光す
大
洲

進行

郵

便

局

か

ら

お
願
い

場入

。
年
賀
状
の
差
し
出
し
に
つ
い
て

年
賀
状
は
、
+
一
一
月
キ
五
日
か
ら
受

付
を
行
い
ま
す
・

年
末
に
押
し
迫
っ
て
か
ら
出
さ
れ
ま

す
と
、
元
旦
の
配
達
に
間
に
あ
い
ま
せ

ん
の
で
早
自
に
準
備
し
て
、
遅
く
と
も

十
二
月
二
十
回
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ

い。。
郵
便
受
箱
と
表
札
の
設
置
を

郵
便
物
を
早
く
正
確
に
お
届
け
す
る

た
め
に
、
郵
便
受
箱
の
設
置
と
、
お
宅

の
全
員
の
名
前
の
書
い
て
あ
る
表
札
の

掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

の々品U唱
昌己

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま
ご

と
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

、
心
か
ら
お
私
申
し
上
げ
ま
す
・
(
敬
称
略
)

一
、
金
一
封
新
谷
町
園
原
房
次
郎

一
、
金
一
封
平
野
町
東
川
弘

て
金
一
封
(
大
開
育
成
園
へ
)

大

洲

田

中

正

義

一
、
一
万
三
干
二
百
十
二
円
(
藤
樹
会

の
び
っ
く
り
市
の
収
益
金
の
一
部
と
し

て
)大
洲

高

校

生

隻

歪

藤

岡

浩

一
、
一
千
円
(
拾
得
金
満
期
に
よ
る
返

金
)
中
村

野
沢
健
司
(
小
三
年
)

石
川
聡
(
小
三
年
)

一
、
金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町
中
野
忠
重

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
ご
と
案
内

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

実
通
事
故
相
談
日

と

き

ロ

月

ロ

日

間

時

i
随
時

p

月
初
日

M
M

と
乙
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
日

と

き

ロ

月

叩

日

目

時

1
時
時

と
こ
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

心
配
ご
と
相
談
日

と

き

ロ

月

4
日

日

時

t
m時

F

H

日

M
M

M
H

刊日日

M
W

H
H

お
B

H

H

と
こ
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

8
時
半
I
げ
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ほ
時

ま
で
、
日
曜
日
、
祝
日
は

休
み
ま
す
@

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9
時

t
m時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休
み

ま
す
@

と
こ
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

白

川

時

t
m時

と
号
つ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
洲
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
洲
支
底

横
)



2 0日

第

29 

回

人

権

週
日
目
吋

z
t
l
 

昭和 52年 11月

グ
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
て

明
る
い
近
隣
関
係
を
築
こ
う
μ

社
会
が
進
歩
レ
複
雑
に
な
る
に
し
た
事
件
の
内
容
別
で
は
、
家
熊
聞
に
お

か
つ
て
、
人
権
が
侵
さ
れ
る
事
件
も
多
げ
る
酷
使
虐
待
や
強
制
圧
迫
が
全
俸
の

く

な

っ

て

い

ま

す

。

三

割

で

最

も

多

く

、

そ

の

う

ち

を

会

的

昭
和
五
十
二
ヰ
に
愛
媛
県
内
で
人
権
に
弱
い
立
場
に
あ
る
妻
や
平
供
が
被
害

侵
犯
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
者
に
な
っ
て
い
る
事
件
(
約
八
O
パ
ー

の
は
、
四
0
=
一
件
と
過
去
五
年
閣
の
最
セ
シ
ト
)
が
多
〈
売
ら
れ
、
乙
れ
ら
の

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
人
件
が
中
分
に
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
は

辛反Jt三司ヨf抄制ヲ可L第 26 1号

十
二
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
固
ま
で

403何二

人権侵犯事件の動向

(愛媛県)脳
硬
塞
(
血
管
が
つ
ま
る
)

引
脳
硬
塞
は
、
一
般
的
に
は
脳
軟
化
と

も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
は
「
脳

血
栓
」
と
「
脳
栓
塞
」
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
.

O
脳
血
栓
(
の
う
砂
っ
せ
ん
)

脳
血
栓
と
い
う
の
は
、
動
脈
硬
化
や

ア
テ
ロ

1
ム
変
性
(
脂
肪
が
病
的
に
組

、

キ全

:之さむ2pt-ーー

血目尚

織
の
中
に
現
れ
る
)
に
よ
っ
て
お
と
っ

て
く
る
も
の
で
、
一
般
的
に
い
う
、
痴

呆
を
と
も
な
う
脳
軟
化
は
乙
れ
に
よ
る

も
の
が
多
い
の
で
す
・

老
人
に
発
生
し
、
症
状
も
(
知
覚
、

運
動
、
意
識
の
異
常
)
除
々
に
現
わ

れ
、
高
血
圧
は
必
ず
し
も
と
も
な
い
ま

塞

一

圃・岡田』

中全
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』必

い
え
な
い
現
状
で
す
・

今
年
の
人
権
週
間
は
「
人
権
の
共
存

1
明
る
い
近
隣
関
係
を
築
と
う

1
」、

「
部
落
差
別
の
解
消
」
お
よ
び
「
婦
人

の
地
位
向
上
」
を
強
調
事
項
と
定
め
、

広
く
国
民
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
呼
び

か
防
て
い
ま
す
・

み
な
さ
ん
の
中
で
、
家
族
問
題
に
限

ら
ず
、
隣
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
同
和

問
題
に
よ
る
不
当
な
誼
罰
、
借
地
、
僑
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血管の状態が
こんなになります。

家
の
も
め
ご
と
、
そ
の
他
憲
法
の
保
障

す
る
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ
た
り
、
際

婚
、
相
続
、
交
通
事
故
、
登
記
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
か
法
務
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
.
(
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り

ま
す
。
)

な
お
、
法
務
大
臣
よ
り
大
洲
市
の
人

権
ょ
う
護
委
員
と
し
て
次
の
方
が
委
嘱

さ
れ
て
お
り
ま
す
.

兵
頭
義
高
大

型

m中
村
八
六
回

上
昭
和
雄MH

森
山
甲
一
一
五
O

大

野

照

雄MH

平
野
町
野
田
五
O
六

清
水
友
之
大
洲
市
新
谷
町
市
一

O
四
九

楠
野
審
開
大
洲
市
八
多
喜
町
甲
九
四
九

家族聞における人権侵犯事件

における被害者の割合(昭和51年)

~(愛媛県)
の
他
6 
{牛

4大洲税務署
税金のことは
税務相談室へ

秋
、
も
た
け
な
わ
、
新
祭
器
山
の
紅

葉
狩
り
に
出
か
げ
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
か
つ
て
費
合
の
殿
様
が
京
都
高
雄

の
紅
葉
が
大
そ
う
申
習
し
い
の
に
必
を
ひ

か
れ
、
苗
木
を
持
ち
帰
っ
て
稲
荷
神
柱

の
社
前
一
帯
に
植
付
貯
た
も
の
と
雷
わ

れ
、
稲
荷
山
は
市
の
名
勝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
.

紅
葉
見
の
つ
い
で
に
、
県
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
新
谷
潜
陣
屋
跡
」
を

見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
新

谷
小
学
校
裏
に
あ
る
麟
鳳
閣
は
、
韓
政

時
代
の
謁
見
所
、
会
識
所
、
評
議
問
の

役
を
果
た
F

鑓
物
で
、
幕
末
の
建
築

で
す
・幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
の
あ
わ
た

だ
レ
い
時
世
の
中
で
、
藩
の
運
命
を
か

け
る
緊
迫
レ
た
評
定
か
と
と
で
行
わ
れ

ま
し
た
・
明
治
一
産
裁
土
奉
還
後
、
新

谷
県
時
代
の
県
庁
と
な
り
、
更
に
、
令

教
小
学
校
の
教
室
、
新
賀
会
堂
、
新

谷
公
民
館
と
、
教
育
な
ら
び
に
集
会
の

場
と
し
て
郷
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た・
現
在
、
そ
の
一
部
を
民
俗
資
料
室
と

レ
て
多
く
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
・
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
新
谷
小

学
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
.
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子供が成長して主婦に時間

のゆとりカずて網きるようになる

と、 「ノぐートで働らいてみょ

うか」という方も多くなって

きます。 7 イ，ホームやレジャ

ー資金などのためだけでなく、

社会との込れあいを持つため

にという方など、その目的は

さまざまです。

収入があると、税金の関係がおきてきますが、パートで働

く場合も、年収が一定額を超えますと、夫の所得から配偶者

控除 (29Jj円)が受けられなくなったり、主婦白身に税金が

かかったりします。

パ ト収入は、通常、給与

所得になリますから、給与所

得控除(年収 125万円までは

一律50万円)を差号|し、た占f(が

20万円以下であれば、配偶者

控除が受けられます。

また、給与所得控除後の金

額が29万戸](基礎控除額)を

超えると、主婦自身に税金が

かかります。

ノぐートの年収と税金の関係

l土、右の図のようになります。

主婦のパートと税金

Hート収入と所得税

I1ート 夫同所得から パート収入

の年収 配偶者控除が に所得税が

70万円
受けられる かからない

以下

7以709万翌円月下 畳けられない かからない

79万円
受けられない かかる

超

一一一戸……一一J
。
キ
ッ
プ
は
乗
車
す
る
日
の
七
日
前
か

ら
発
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
買

っ
て
荷
物
だ
け
さ
き
に
送
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
.

。
荷
造
り
は
、
し
っ
か
り
し
た
箱
を
使

い
、
じ
よ
う
ぶ
な
ヒ
モ
で
し
っ
か
り
結

び
つ
け
て
く
だ
さ
い
.

。
荷
札
は
二
枚
以
上
つ
防
、
は
っ
き
り

と
書
い
て
く
だ
さ
い
.

。
荷
札
の
ほ
か
に
、
荷
物
の
表
面
に
正

確
な
届
け
先
、
電
話
番
号
な
ど
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

。
荷
物
を
駅
止
め
に
す
る
場
合
は
、
着

駅
名
を
必
ず
書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
.

母

子

保

健

シ

リ

ー

ズ

同

一
歳
六
か
月
児
の

健
康
診
査
を
う
け
ま
し
ょ
う

両
親
は
も
と
よ
り
、
社
会
に
と
っ
て

も
子
供
の
す
乙
や
か
な
成
長
は
何
よ
り

の
願
い
で
す
・

国
で
は
、
県
や
市
町
村
と
と
も
に
、

乳
児
や
三
歳
児
の
健
康
診
査
を
行
い
、

子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
.
さ
ら
に
、
今
年
度
十
月
か
ら
一
歳
六

か
月
児
の
健
康
診
査
を
す
る
乙
と
に
な

り
ま
レ
た
・
と
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
生
後

一
年
六
か
月
の
時
期
が
幼
児
の
小
身
の

松山地方法務局

発
達
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
障
害

が
広
が
る
の
を
防
ぐ
の
に
一
番
大
切
な

時
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
か

ら
で
す
。

市
で
も
、
十
二
月
か
ら
一
歳
六
か
月

児
の
健
康
診
査
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま

す
.心
身
共
に
健
全
な
子
供
達
を
育
成
す

る
た
め
に
も
、
進
ん
で
受
け
る
よ
う
に

し
ま
レ
ょ
う
.
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ら
え*女件

成

人

病

シ

リ

ー

ズ

間

せ

ん

。

O
脳
栓
塞
(
の
う
せ
ん
そ
く
)

脳
栓
塞
は
ほ
と
ん
ど
が
必
臓
病
が
あ

り
、
乙
の
た
め
必
臓
に
で
き
た
血
の
か

た
ま
り
が
は
が
れ
て
、
脳
に
つ
ま
る
た

め
に
起
り
ま
す
。

乙
の
場
合
は
症
状
は
突
然
に
お
乙
り

半
身
一
本
髄
が
、
は
っ
き
り
現
れ
ま
す
・

血
庄
の
高
い
偶
い
に
は
無
関
係
な
と

と
が
多
く
、
回
復
は
脳
出
血
に
出
較
す

る
と
良
く
な
い
よ
う
で
す
.

実
施
日
時

屋陣谷新

所
得
税
の
還
付

請
求
を
早
め
に

九
月
の
広
報
お
お
ず
(
第
二
五
九
号

)
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
税
務
署

か
ら
昭
和
五
+
一
年
分
所
得
税
の
還
付

に
つ
い
て
、
通
知
を
受
け
て
か
ら
、
ま

だ
、
請
求
手
続
き
を
と
っ
て
お
ら
れ
な

い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
.
な
お
、
地
区
別
の
該
当
者
数
は
次
の

と
お
り
で
す
・

マ
大
洲
地
区
四
+
二
名
マ
平
野
地
区
二

名
マ
宙
開
久
米
地
区
五
名
マ
菅
田
地
区
五

名
マ
大
山
地
区
一
一
干
名
マ
柳
沢
地
区
玉
名

マ
新
谷
地
区
五
名
マ
=
一
善
地
区
一
一
一
名
マ

八
多
高
地
区
七
名
V
上
須
戒
地
区
四

名
調
講
沼
崎
調

h

同
僚
義
一
療
機
伊

ロ
月
4
日
中
央
病
院
@
4
5
5
1

日

B

p

m日

M
H

M

山

田

庁

沼
田

M

H

H

H

ω日

u
H

幻
自

F

診
療
時
間
八
時
単
t
+
七
時

新
刊
図
書
案
内

残

照

に

立

つ

曽

野

綾

子

猪

牛

一

代

干

葉

茂

ゴ

ピ

砂

漠

探

検

記

ヘ

ヂ

イ

シ

西
海
道
談
締
H
I国
松

本

清

張

空

を

麹

け

る

影

新

田

次

郎

裁

判

官

の

陰

謀

和

久

峻

=

一

女
王
卑
弥
呼
仰
の
謎
樋
口
清
之

ひ
し
ち
ゃ
ん
は
い
っ
た
大
野
先
手

水

郷

か

ら

来

た

女

平

岩

弓

校

隼

別

王

子

の

叛

乱

田

辺

聖

子

漢

字

の

語

源

山

田

勝

美

生
き
て
い
る
民
俗
探
訪
黒
河
健
「

ブ
ラ
ッ
ク
・
サ
シ
ヂ

Iト
マ
ス
・
ハ

D
ス

エ
ー
ゲ
海
に
捧
ぐ
池
閏
満
寿
夫

日

本

人

材

論

会

田

雄

次

日

本

語

の

技

術

清

水

幾

太

郎

遊

び

の

債

打

ち

田

辺

茂

一

ミ

ス

テ

ー

ク

久

世

善

男

何
も
知
ら
な
か
っ
た
日
本
人畠
山
清
行

大
宅
壮
一

世
相
糟
理
法

チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
た
か
は
し
ひ
ろ
ゆ
き

県
政
の
あ
ゆ
み
県
企
画
調
整
部
長

教
育
要
覧
大
洲
市
教
育
委
員
会



地
方
自
治
法
施
行
一
一
一
十
闇
年

表
彰
に
輝
く
大
洲
市

、... ィ、
k、回-

、v-
}
L
U
 

つ

あ

必
パ
)

大
洲
市
長

近

1=壬2

日

田

ご
同
援
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
市
は
、
発
足
以
来
今
年
で
二
一
十
三

年
を
類
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

今
、
そ
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
き
、
財
政
的
に
も
行
政
課
題
か
ら
申

し
ま
し
で
も
多
く
の
問
題
を
抱
え
、
ま

さ
に
苦
難
の
連
続
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
き
に
大
州
市
は
、
地
方
自
治
三
十
そ
の
山
積
み
す
る
諸
問
題
の
一
つ
一

周
年
記
念
に
際
レ
ま
し
て
自
治
大
開
表
つ
を
解
決
レ
、
幾
多
の
障
害
を
克
服
レ

彰
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
レ
な
が
ら
、
今
日
を
迎
え
る
と
と
が
で
き

た

。

ま

レ

た

の

は

、

京

創

期

に

お

い

て

亡

き

乙
の
表
彰
は
、
今
日
ま
で
本
市
が
市
沼
田
、
森
永
両
市
長
が
、
卓
越
レ
た
と

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
得
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
更
に
、
=
一
期
γ
下一一

な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
つ
年
の
な
が
き
に
わ
た
っ
て
、
各
般
の
施

っ
、
各
般
の
行
政
を
積
極
的
に
推
進
し
策
を
強
力
に
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
村

現
在
の
大
洲
市
を
築
き
あ
げ
て
ま
い
り
上
前
市
長
の
ご
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
が

ま
U
た
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
地
方
自
治
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
ζ
れ
を
受
同
時
に
、
市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の

け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
愛
郷
の
理
念
の
も
と
に
一

こ
の
こ
と
は
、
直
接
市
政
に
携
わ
っ
体
と
な
っ
て
、
市
政
の
積
極
的
な
推
進

て
お
り
ま
す
私
ど
も
の
み
な
ら
ず
、
市
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
尊
い
所
産

を
挙
げ
て
の
喜
び
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
で
あ
る
と
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
ご

祝

辞

愛
媛
県
知
事

白
石

春

樹

産
業
、
文
化
、
観
光
を
め
ざ
レ
て
発
展

を
続
け
、
と
乙
に
市
制
施
行
二
+
=
一
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
ず
。

乙
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
県

下
十
二
市
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
表
彰
の

栄
誉
に
俗
さ
れ
た
乙
と
は
、
ま
乙
と
に

意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
市
当

局
並
び
に
市
民
各
位
が
一
体
と
な
っ
て

地
方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、
多
年

に
わ
た
っ
て
ど
尽
力
さ
れ
た
た
ま
も
の

で
あ
り
、
深
甚
の
敬
意
を
表
し
、
衷
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
地
方
自
治
制
度
が

発
足
し
て
か
ら
満
=
一
十
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
A
「
自
の
地
方
自
治
は
、
急
速
な

社
会
経
済
情
勢
の
推
移
に
伴
い
、
新
し

い
地
方
自
治
の
ち
J
方
が
要
請
さ
れ
る

重
大
な
転
換
期

r
i会
し
て
い
る
と
考

地
方
自
治
法
施
行
三
十
周
年
を
記
念

し
て
、
大
洲
市
が
優
良
地
方
自
情
体
と

し
て
自
治
大
臣
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
慶
賀
に
庖
え
な
い
次

第
で
あ
り
ま
す
。

大
淵
市
は
、
昭
和
二
ー
ヤ
九
年
九
月
、

県
下
で
七
番
目
の
市
と
し
て
力
強
く
発

足
さ
れ
、
じ
来
、
歴
代
の
市
長
さ
ん
を

は
じ
め
、
市
議
会
議
員
各
位
の
一
致
団

結
と
市
民
各
位
の
新
し
い
町
づ
く
り
の

た
め
の
情
熱
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な

秋

ざ
い
ま
す
。

乙
こ
に
お
い
て
私
は
、
諸
先
輩
の
ご

努
力
と
と
労
苦
に
対
し
、
衷
心
よ
り
敬

意
を
表
レ
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
o

思
い
ま
す
に
、
戦
後
、
地
方
自
治
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
て
か
ら
=
一
十
年
を
経

市
民
の
皆
さ
ん
の
間
に
、
市
政
は
自
ら

が
参
画
レ
、
そ
の
責
任
と
義
務
に
お
い

て
育
て
て
ま
い
る
も
の
で
あ
る
と
の
考

え
が
深
く
根
ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

一
方
、
と
の
問
に
お
い
て
、
社
会
は
大

き
く
変
化
し
、
そ
し
て
、
今
ま
た
、
地

方
行
政
に
お
い
て
は
、
新
し
い
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
厳
し
い
構
造
不
視
の
な

か
で
、
行
政
需
要
は
増
大
し
、
園
、
県

市
町
村
の
収
入
の
ア
ジ
パ
一
フ
ジ
ス
は
一

層
深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
い
ま
、
と
の
た
び
の
表
彰
の
喜

び
を
か
み
し
め
つ
つ
、
通
り
来
る
政
治

課
題
を
ひ
レ
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
と
の
変
動
す
る
社
会
状
勢

を
探
く
認
識
レ
な
が
ら
、
と
れ
ま
で
築

き
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
市
政
の
基
盤

の
上
に
、
更
に
飛
躍
と
発
展
を
求
め
、

え
る
の
で
あ
り
ま
す
e

私
は
、
県
民
各
位
の
生
活
福
祉
の
向

上
を
県
政
の
最
重
点
と
し
て
諸
施
策
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
基
本
は

県
民
の
し
あ
わ
せ
を
願
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
発
震
が
第
一
で
あ
り
ま

す
。
も
と
よ
り
大
洲
市
は
、
伊
予
文
化

発
詳
の
地
と
い
わ
れ
、
更
に
、
清
流
肱

川
に
代
表
さ
れ
る
山
紫
水
明
の
恵
ま
れ

た
環
境
と
、
市
民
各
位
の
豊
か
な
人

間
性
は
ま
と
と
に
貴
重
な
宗
で
ご
ざ
い

ま
す
。古
き
よ
き
伝
統
、
文
化
を
次
代
に
引

継
ぎ
、
近
代
的
な
文
化
観
光
都
市
と
し

て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
乙
と
が
、
当
市
に

課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
か
と
存
じ
ま

す。
大
洲
市
の
前
途
は
、
実
に
洋
々
た
る

も
の
が
あ
り
、
本
日
の
記
念
す
べ
き
臼

を
契
機
と
し
て
よ
り
理
怨
的
な
発
展
と

繁
栄
を
祈
念
し
、
市
民
各
位
の
ご
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
、
祝
辞
と
い

た
し
ま
す
。

融
和
と
協
調
を
図
り
つ
つ
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

L-

あ

大
洲
市
議
会
議
長

大
制
川
市
が
、
地
方
自
治
法
施
行
三
十

周
年
記
念
式
に
あ
た
り
、
地
方
自
内
に

功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
自
治
大
聞
か
ら

表
彰
を
受
貯
ま
レ
た
こ
と
は
、
大
洲
市

民
と
と
も
に
心
か
ら
喜
び
に
た
え
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

市
制
施
行
以
来
、
ま
さ
に
二
十
四
年

を
迎
え
ん
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
岡
難

な
財
政
事
情
の
も
と
で
、
新
し
い
市
と

し
て
の
基
礎
が
た
め
に
専
念
し
た
期
間

で
あ
り
ま
レ
て
、
歴
代
目
見
事
者
、
市
議

会
議
員
及
び
市
民
-
の
諾
先
輩
か
た

が
必
を
一
つ
に
し
て
市
政
の
進
展
に
懸

さ

つ

城

ノ

戸

正

命
の
努
力
を
つ
づ
げ
て
乙
ら
れ
ま
し
た

た
ま
も
の
で
あ
り
、
こ
の
光
栄
を
う
れ

し
く
停
じ
ま
す
と
と
も
に
そ
の
努
力
に

対
レ
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

充
実
レ
た
市
民
生
活
、
ゆ
と
り
と
う

る
お
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
建
設
し
、

し
あ
わ
せ
な
暮
ら
レ
を
営
む
理
想
郷
の

実
現
は
、
前
途
な
お
遠
く
か
っ
険
し
い

も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
園
、
県

ご
当
局
の
ご
支
援
は
も
と
よ
り
、
市
民

と
ぞ
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
な
ら

ば
、
必
ず
や
市
勢
は
め
ざ
ま
レ
ぐ
伸
展

し
て
い
く
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
、
今
回
の
こ
の
栄

誉
を
そ
三
な
う
乙
と
な
ぐ
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
広
く
市
民
の
皆

様
が
た
に
お
願
い
申
じ
上
げ
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

く
ら
し
の
豊
か
な
都
市
づ
く
り

住

み

よ

い

都

市

づ

く

灼

農
・
工
・
商
一
体
の
発
展
施
策
の
な
か
で
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
近
代

化
も
進
み
商
業
活
動
も
次
第
に
活
気
を
呈
し
、
近
代
的
な
商
庖
づ
く
り
へ
向
っ

て
、
そ
の
意
欲
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
経
済
力
を
高
め
る

た
め
の
企
業
も
数
多
く
立
地
す
る
と
と
も
に
、
観
光
う
か
い
、
い
も
た
き
等
も

定
着
し
、
各
産
業
と
も
将
来
へ
の
明
る
い
展
望
に
た
っ
て
、
飛
躍
的
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民の声を育み新しい都市が生まれるく市議会風景>
千子

大洲市の財政

288.436，280円

276、441.511円

'~ l， ~ザベ i

208，613、255円

住
み
よ
い
環
境
の
も
と
で
生
活
を
営
む
こ
と
は
全
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
住

宅
団
地
の
造
成
や
市
営
住
宅
の
建
設
、
水
道
の
整
備
充
実
、
排
水
路
の
整
備
お

よ
び
、
美
し
い
ま
ち
♂
つ
く
り
の
た
め
の
清
掃
施
設
な
ど
若
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

特
に
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路
舗
装
計
画
に
従
い
生
活
道
路
の
全
線

舗
装
を
完
了
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

農業経営の近代化をめざしてぐ大洲平野土地改良>決
算
の
推
移
(
歳
出
)

256，383町551円

290‘153，732円

567，763，576円

579，39口、107円

664可691.293円

1，293，421町967円

251町179‘078円



市民参加で健全なあゆみ

(収入役)

歴代議長副議長

(議長)

手|冨liif;;:;;:;!?[怨怨!?::;:;れ代1212二ifZ:;;:i
~* M~ 1"37.10. 11… 1 3 1日;
村上清吉川40.2.131 4 1丸本正見|グ40.2.271 4 1河野茂乗|グ41.10.7 

村上清吉 μ44.2.131 5 1丸 正見 11/44.2.271 5 1河野茂乗lグ45.10.7 
村上清吉 1148. 2.131 6 1吉田利男グ48.3.21 6 1津田武雄11/49. 6.29 

長)

歴代l氏 名 |就任年月日|歴代| 氏 名 [就任年月日

初代 村上 重生 昭29.10.20 昭29.10.20

2 谷本 益衛 グ30.11.7 2 桧垣音太郎 グ30.11.7 

3 梶原利太郎 1/ 32. 6.24 3 森居 清澄 グ31.11.6 

4 新山音太郎 1133. 2. 5 4 芳我 忠正 グ33・2.51 

5 玉井 水澄 グ33.10.7 5 小泉 徳明 1133.10. 7 

6 芳我 忠正 1/34.10. 6 6 松本 道利 グ34.10.6 

7 平塚 義和 グ~~.::.:~ 1 7 高岡 道春 グ35. 24 
8 西国満太郎 グ36.12.23 8 渦尻寿三雄 グ36.'8'".22 

9 富永 義忠 グ37.10.6 9 尾上 猪月 グ36.12.23

10 上川 好邦 グ39.7.15 10 上村 政光 グ37.10.6 

11 小泉 徳明 1140.10. 2 11 城戸多磨夫 グ39.7.15 

12 上村 政光 グ41.3.16 12 丸井清治郎 グ40.10.2 

13 尾上 利則 13 山中 重雄 グ41.10.7 

14 矢野 誠 /{43. 7.18 14 ;wp田 頼幸 グ43.7.18 
15 森本 朝則 グ44.9.30 15 祖母井 命長 1144. 9.30 

16 祖母井 命長 グ45.10.5 16 米沢 忠重 1145.10. 5 

17 西川 順蔵 グ47.3.23 17 上回 安範 グ47.323 

18 森永 健一 1148. 9.29 18 小泉 紘文 グ48.9.29 

19 米沢 忠重 グ49.10.5 19 湯川 1頂ー グ49.10.5 

20 |城ノ戸 正行 ノア51.10.2 20 堺 忠雄 グ51.10.2 

議(副

(助役)

f宣歴代

(市長)

市 政 年 表

29. 9. 1 大洲市市制施行 43. 3.30 大洲隊道完成
29. 9. 1 大洲市教育委員会発足 43.10.23 明治百年記念式典
29.10. 1 初代市長に沼田恒夫氏当選 43.10.31 市民会館竣工
29 10. 5 第1田市議会議員選挙で30名当選 43.11.10 明治百年寄念先哲偉人顕彰大会
30.11. 3 第1田市民親善体育大会開く 44. 1.25 5代市長に村上清吉氏無投票当選
31.11.21 鹿野川ダム起工式 44. 4. 1 喜多山小が新谷小学校fC統合
32. 6. 1 観光うかいびらき 44. 4. 1 南久米中が大洲南中学校fC統合
33. 4.21 中江藤樹先生 350年記念式典 44. 5.10 徳森団地造成事業開始
33. 6.22 烏坂、正信地区宇和町に分離 44.11.25 国道夜昼トンネル貫通
33. 9.28 2代市長lζ沼田恒夫氏無投票当選 45. 4. 1 徳森工場団地、一部繰業を開始
33.12.23 城山児童遊弱地竣工 45. 7. 8 大洲市立図書館開館
34. 5.15 大洲市上水道竣工 45. 8 27 八幡浜大洲地区広域市町村圏協議会結成
34.10・22 重要文化財大洲城苧綿櫓解体修理落成 45.10.19 烏坂トンネル関連
35 1.16 鹿野川ダム竣工 45.12.29 第10国立青年の家が大洲市K設置と決定
35. 3.24 大洲市名誉市民条例可決 46. 2.23 名誉市民加藤泰道氏没
35. 5. 1 富士山ドライブウエー竣工 46. 3. 1 八幡浜大洲地区総合運動公選事業開始
35. 8. 3 大洲音頭、大洲ええと乙節発表会 46. 4.16 夜昼トンネル開通
35.12 .1 市立大洲病院発足 46. 9.25 教育文化都市を宣言
36. 4. 1 大洲市、赤字国体から自主団体となる 46.12.15 新谷地区土地基盤整備事業開始
36. 4.29 肱川橋竣工 47. 1.12 毘立大洲青年の家敷地造成開始
36.10.20 国鉄春賀、西大洲簡易駅開設 47. 4. 1 上須戒中が大洲北中学校lζ統合
37. 1. 7 第1回大洲ー松山愛媛駅伝開く 47.11. 4 大洲ばやし発表大会
37. 3.24 NHK大洲ラジオ中継所落成 47.11.15 大洲北中学校校舎竣工
37. 4. 1 三善中、粟津中が統合大洲束中学校となる 47.12.22 大洲市誌発刊
37. 5.18 大洲・大分線二級国道IC昇格 48. 1.20 6代市長に村上清吉氏当選
37. 9.21 3代市長に森永富茂氏当選 48. 3.31 第二次上水道拡張工事竣工
37.10. 7 電話自動化される 48. 4. 1 学校給食センター開所
38. 1. 1 加藤泰通氏を名誉市民に推戴 48. 5. 6 名誉市民神山諦ばん氏没
38. 4.20 健康都市宣言市民大会開く 48. 6. 7 養護老人ホーム関所
38. 7. 3 武陵鉱泉ボーリング起工式 48.7.11 大洲少年自然の家開設
38.11. 3 第1回大洲スポーツ祭開く 49. 3. 2 し尿処理場清流圏増設工事竣工
38.12.25 NHK大洲テレビ局開局 49. 4.10 肱南保育所関所
39. 4.16 市立大洲病院落成 49. 4.26 畑の前橋開通
39. 5.25 し尿処理場清流園落成 49. 5.23 総合センタ一関所
39.10. 1 南海放送大洲テレビ中継局開局 49. 6. 5 大洲市慰霊塔完成
39.10. 5 市制10周年記念祝典 49. 8. 6 全日本軟式野球大会開催
39.11.25 富士山仔牛育成所落成 49. 8.31 市制20周年記念祝典
40. 1. 1 植木秀幹氏を名誉市民lζ推戴 49. 8.31 市花木つつじ制定
40. 1.19 故森永富茂市長の市葬執行 49.10.20 国立青年の家関所
40. 2.13 4代市長に村上清吉氏当選 50. 4. 1 肱北保育所関所
40. 3.18 愛媛県大洲市庁舎落成 50. 4. 1 大洲地区広域消防事務組合業務開始
40. 3.31 大洲市消防署発足 51. 1.12 名誉市民植木秀幹氏没
40. 4. 1 大洲市農協発足 51. 6. 2 大洲喜多開拓建設事業所関所
41. 3・10 NHKテレビ小説「おはなはん」ロケ 51. 8. 5 大洲市総合計画審議会設置
41. 7.29 神山諦ばん氏を名誉市民fC推戴 51.10. 7 大洲市立喜多幼稚園竣工
41. 7.29 国民宿舎大洲臥竜姥竣工 51.10.30 11 平小学校校舎竣工
41. 9.11 中江藤樹遺徳顕彰大会 52. 2. 5 7代市長K近田宣秋氏当選
42. 3.25 県営パイロット事業開始 52. 2.12 村上市長退任式
42. 5.24 大洲市児童館開館 52. 2.13 7代市長近因宣秋氏就任
42. 7.31 市道出石寺線落成 52.10. 6 地方自治30周年記念自治大臣表彰に輝く
42. 8.30 大洲床止可動堰竣工 52.12. 1 社会教育センタ一関所
43. 2. 3 市民会館建設工事起工

健
康
で
幸
福
に
く
ら
せ
る

都島

w

市

づ

く

り

健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
活
発
な
保
健
婦
活
動
、
大
洲
市
立

病
院
の
内
容
充
実
、
さ
ら
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
、
暖
か
い
手
を
差

し
の
べ
、
い
た
わ
り
と
思
い
や
り
の
あ
る
行
政
を
進
め
、
子
供
か
ら
老
人
に

い
た
る
ま
で
の
諸
施
策
も
ほ
と
ん
ど
完
成
し
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
明
る
い
都
市
づ
く
り

快
適
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
a
つ
く
り
の
た
め
、
事
故
や
災
害
か
ら
市
民

を
守
る
消
防
・
救
急
・
交
通
安
全
施
設
、
公
開
整
備
な
ど
、
安
全
で
明
る
い

生
活
環
境
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

人
間
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り

未
来
を
に
な
う
青
少
年
の
豊
か
な
情
操
と
高
い
知
力
お
よ
び
創
造
力
を
養

成
す
る
た
め
、
教
育
環
境
の
近
代
化
が
進
み
、
あ
わ
せ
て
国
立
青
年
の
家
の

完
成
お
よ
び
、
た
く
ま
し
い
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
の
総
合
運
動
公
園
の

完
成
も
間
近
と
な
り
、
特
に
水
泳
プ

l
ル
は
市
内
全
校
に
完
備
さ
れ
ま
し
た
。

明るく楽しいしaわせな老後を<大洲市清和国>すこやかな成長を願って<肱北保育所>

近代化された教育施設<平小学校>

コミュニテイづくりの拠点<中央公民館>

青壮年の教育の拠点<国立大洲青年の家>

文化の殿堂<市民会館>

市民の生命と財産を守る<消防署>

市民運動会く総合運動公園>

社
会
教
育
と
文
化
活
動
の
拠
点

〈
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

v


